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外科領域感染症に対す るpanipenem/betamipronの 臨床的検 討

猶本良夫 ・折田薫三 ・淵本定儀 ・合地 明

岡山大学医学部第一外科*

小長英二 ・竹内仁司 ・後藤精俊 ・柏谷昌昭

国立岩国病院外科

佐藤克明 ・紙谷晋吾

佐藤胃腸科外科病院

朝倉 晃 ・石井泰則

社会保険広島市民病院外科

14例 の外科領域感染症に対 し,panipenem/betamipron(PAPM/BP)の 臨 床検討を行った。

その結果,著 効4例,有 効9例,無 効1例 であ り,有 効率 は92.9%で あ った。

分離 され た27株 の細菌の うち2株 を除いて25株 が消失 し,そ の消失率は92.6%で あ った。

随伴症状 としては,軽 度の皮疹 と一過性の肝機能検査値異常が出現 したが,腎 機能に異常は

み られなかった。以上 よりPAPM/BPは 有 用で安全 な薬剤であると考えちれた。
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Panipenem/betamipron(PAPM/BP)は 三 共 株 式

会 社 で 開 発 さ れ た カ ル バ ペ ネ ム 系 抗 生 物 質

panipenem(PAPM)と 腎 毒 性 軽減 作 用 を有 す る

betamipron(BP)を1:1(重 量 比)に 配合 した製剤

である。PAPMは β-1actamaseに 安 定で,そ の阻害活

性 も強 く,methicillin-resistant Staphylococcus aureus

(MRSA), Enterococcus faecalisを 含むグラム陽性菌,

Bacteroides fragilis,Clostridium difficileを含 む嫌気

性菌に強力な抗菌活性 を示 し,中 枢神経系への作用 も

極めて弱い。

PAPM/BPを 点滴静注後の血中濃度の推移は,臨 床

用量内でdoseresponseを 示 し,血 中濃度半減期 は

PAPMで 約1時 間,BPで 約0.7時 間 である。PAPM

は,喀 痰 中,胆 汁中,女 性性器組織内,上 顎洞粘膜内,

皮 膚組織等へ良好な移行 を示 し,尿 中に未変化体,代

謝物 を併せて90%以 上 が排泄される1)。

今 回,我 々は外科領域感染症に対す るPAPM/BP

の有 効性,安 全性 を検討 したので,そ の成績 を報告す

る。

対象は1989年3月 より1991年3月 までの間に岡山大

学第一外科,国 立岩国病院外科,佐 藤 胃腸科外科病院

(倉敷市),社 会保険広島市民病院外科にて治療を受け

た14例 である。感染症の内訳は創感染症3例,膿 瘍6

例(腹 腔内:5例,背 部:1例),腹 膜炎1例,胆 管炎

1例,胆 嚢炎1例,急 性乳腺炎1例,骨 髄炎1例 であ

った。投与方法 はPAPM/BPを1回0.5g/0.5g～1.0

g/1.0gを1日1～3回,3～14日 間(平 均8.6日 間)点

滴静注 した。投与量の設定は患者背景 ならびに疾患の

重症度を勘案 して行 った。効果判定は,本 剤のそれぞ

れ,投 与前,投 与中,投 与後の 自他覚所見 を基 として,

体 温,排 膿,筋 性防御,腹 部膨満,圧 痛などの推移,

さ らに白血球数,CRP,赤 沈 などの炎症反応の変化か

ら,本 剤投与3日 以内に大半が消失 ・正常化あるいは

改善 したもの を著効,5日 以内に半数以上が消失 ・正

常化あるいは改善 したもの を有効,7日 以内に何 らか

の改善がみられたもの をやや有効 とし,7日 以上にて

も改善がみられない ものを無効 とした。なお,本 剤投

与期間中に他の抗菌性薬剤あるいは,明 らかに本剤の

臨床効果等に影響 を与える薬剤の投与は行 っていない。

臨床効果の検討では14例 中13例(92.9%)に 著 効ま

たは有効が得 られた。その内訳は創感染症では3例 全

例が有効,膿 瘍では6例 中2例 に著効,3例 に有効が

み られた。放射線腸炎による骨盤腔内膿瘍の1症 例で

は,投 与前後で起炎菌は消失したが,臨 床効果は無効

であった。腹膜炎は1例 で,著 効が認められた。胆嚢

炎,胆 管炎,急 性乳腺炎,骨 髄炎各1例 では有効3例,

著効1例 であった(Table1,2)。

細 菌学的には13例 より21菌 種27株 が 分離 され,可 能

な限りそのMICを 測 定 した2)。分離菌の内訳はグラム

陽性菌が5菌 種8株,グ ラム陰性菌8菌 種11株,嫌 気

性菌は8菌 種8株 であった。細菌学的効果はグラム陽

性菌8株 中7株,グ ラム陰性菌11株 中10株,嫌 気性菌
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Ta ble 2. Clinical effect of panipenem/beteamipron

Table 3. Laboratory findings before and after administration of panipenem/betamipron
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は8株 全株に消失がみ られた。全体で27株 中消失25株

(92.6%),存 続2株(7.4%)で あ った。

副作用につ いては,十 分 な観察,検 査 を行 い慎重に

検討 した。1例 に軽度の皮疹,1例 に一過性のGOT,

GPT,AL-P,LDH,γ-GTP,LAPの 上 昇 を認めた。

後者は汎発性腹膜炎に対 し開腹 ドレナー ジ術 を施行 し

た症例であ り,肝 機能検査値上昇の原因は手術,麻 酔,

他 の薬剤の影響 も無視 できないものと考 えられ るが,

PAPM/BPの 影 響を否定 し得 なかった(Table3)。

カルバペネム系抗生物質は,強 力で しか も幅広い抗

菌力をもち,現 在MRSAな どの 多剤耐性菌に高い有

効性 を示 し,臨 床における使用頻度は増加の傾向にあ

る。PAPM/BPは 今 回の外科領域感染症 における検討

で も,92.9%と 高 い 臨 床 効 果 が 得 ら れ,imipenem/

cilastatin sodiumと 比 較 して 劣 ら な い 成 績 で あ っ た3)。

安 全 性 か らみ て も本 剤 の 有 用 性 が 示 唆 さ れ た 。
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A clinical study on panipenem/betamipron (PAPM/BP), a new carbapenem, was performed in
14 infected patients. Excellent efficacy was obtanined in 4 patients, good in 9 and poor in 1, that
is, the clinical efficacy rate was 92.9%.

27 strains isolated from those patients were highly sensitive to PAPM/BP except for 2 strains.
The efficacy rate was bacteriologically 92.6%.

Regarding complications, the low grade of skin rash and the transient disorder of liver function
were observed in one case respectively. No renal dysfunction was found.

PAPM/BP was considered both the useful and safe antibiotic.


